










研究目的 

「幼若乳児に見られるビタミン K欠乏性出血症に関する研究」班では,昨年度共同研究とし

て,本邦におけるビタミン K欠乏性出血症の発現頻度,臨床病態につき調査研究を行なった

。その結果,本症の発現頻度は全出生の 4,000 対 1,母乳栄養児に限ってみれば,1,700 対 1

という実態を把握した。今年度は,出血症状のない幼若乳児の潜在性ビタミン K欠乏症を把

握するために,ヘパプラスチンによるスクリーニングの共同研究を行なった。 


